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ピンから成る celが最小の単位となる｡フラス トレーションがあると,この celの ス ピンは
xy面内でcantする｡この cantingには二種類あり,これを chiralityという量で区別する｡フ




は面内にとじ込められる｡ こうなるとフラストレーションの効果によりVilain の指摘 したよ
うに,系はshortrangechiralorderの領域と,フラストレーションのない領域に分けられるで
あろう｡このような低温の domain構造はこの系について行われた中性子の偏極度測定の結果
の解析でも指摘されている01)
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